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第５部　統計をさらに知る　～その１～

◆ 日本は世界でも人口が多い国
○日本の人口は約１億2806万人

日本に住むすべての人の数を調
べる「国勢調査」がスタートした
1920年は5500万人。それ以降、人
口は増加を続け、1970年には１億
人を超え、2010年の国勢調査では、
１億2806万人でした。しかし、長
く続く少子化の影響により最近で
は人口が減少しており、2015年国
勢調査の速報値によると、１億
2711万人と５年前より約95万人減
少しました。調査開始以来、初め
ての減少です。

○日本は世界で10番目に人口が多い国
世界の国々と日本の人口を比べ

ると、日本は人口がとても多い国
であることがわかります。

1950（昭和25）年では、日本は
人口の多い方から第５位の国でし
た。

それからおよそ60年が経過した
2010年では第10位。この60年間で
日本の人口は大きく増加しました
が、インドネシア、ブラジルなど
の国々の人口がさらに大きく増加
したため、順位としては下がって
います。人口が１億人を超える国
は11カ国であり、世界の中で、日
本は人口がとても多い国であるこ
とには変わりありません。

注：1945年は沖縄県を除く。
資料：総務省「国勢調査」　　

5596

8411

10467

11706

12806 12711

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

1920 1925 1930 1935 1940 1945 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 年

日本の人口の推移（万人）

人口が多い国　1950年と2010年
（千人）

順位
1950年 2010年

国名 総人口 国名 総人口

１ 中 国 543776 中 国 1359821

２ イ ン ド 376325 イ ン ド 1205625

３ アメリカ合衆国 157813 アメリカ合衆国 312247

４ ロ シ ア 連 邦 102799 インドネシア 240676

５ 日 本 84115 ブ ラ ジ ル 195210

６ インドネシア 72592 パ キ ス タ ン 173149

７ ド イ ツ 70094 ナイジェリア 159708

８ ブ ラ ジ ル 53975 バングラデシュ 151125

９ イ ギ リ ス 50616 ロ シ ア 連 邦 143618

10 イ タ リ ア 46367 日 本 128057

11 フ ラ ン ス 41832 メ キ シ コ 117886

12 バングラデシュ 37895 フ ィ リ ピ ン 93444

13 ナイジェリア 37860 ベ ト ナ ム 89047

14 パ キ ス タ ン 37542 エ チ オ ピ ア 87095

15 ウ ク ラ イ ナ 37298 ド イ ツ 83017

16 メ キ シ コ 28296 エ ジ プ ト 78076

17 ス ペ イ ン 28070 イ ラ ン 74462

18 ベ ト ナ ム 24949 ト ル コ 72138

19 ポ ー ラ ン ド 24824 タ イ 66402

20 エ ジ プ ト 21514 フ ラ ン ス 63231

資料： UN, World Population Prospects :  The 2012 Revision（中位推計）
に掲載されている233カ国についての順位。各年年央（７月１日）
現在。ただし、日本は総務省「国勢調査」による（10月１日現在）
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◆ 日本では高齢化が進んでいる
○65歳以上の人は約４人に１人

人口の推移を年齢別の割合で
みると、2010（平成22）年には
15歳未満の子どもが占める割合
が13.2％と減少する一方、65歳
以上の人の割合が23.0％へと大
きく増加しています。平均年齢
も1980（昭和55）年の33.9歳か
ら45.0歳に上昇しており、いわ
ゆる「少子高齢化」が進んでい
ます。

○男女とも60歳代前半の人が多い
どの年齢層の人が多いのか、人口ピラミッドで確認します。統計的にいえば、人口ピラミッドは

男女年齢別人口データのヒストグラムであり、データの散らばり具合が一目でわかります。多いの
は60歳代前半で、戦後生まれた「団塊の世代（第一次ベビーブーム世代）」と呼ばれる人達です（統
計で言う最頻値はこの階級にあります）。その次に多いのは30歳代後半の「団塊ジュニア世代（第
二次ベビーブーム世代）」で、「団塊の世代」の子どもに当たる世代です。1980年と2010年を比較す
ると、円錐形から、高齢層に偏ったつぼ型に変化していることがよくわかります。先ほど見たよう
に、平均年齢が上昇しているのは、若い世代が減る一方で、年齢が高い世代が増加したためという
ことがよくわかります。

資料：総務省「昭和55年国勢調査」 資料：総務省「平成22年国勢調査」

注： 昭和15年は朝鮮、台湾、樺太および南洋群島以外の国籍の外国人（39,237
人）を除く。昭和20年は沖縄県を除く。

資料：総務省「国勢調査」昭和20年は人口調査結果による。
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第５部　統計をさらに知る　～その１～

◆ 将来の日本の人口はどうなっていくのだろう
○日本の人口は2060年には8700万人まで減少する見込み

統計は現在のデータを調べるものですが、過去に調べてきたデータをまとめ、これまでどのよう
に変化してきたのか、傾向を知ることで将来を予測することにも使えます。すなわち、これまで変
化してきた傾向が続くと、将来はどのような姿となるのか、予測することが出来るのです。私たち
の社会は人と人のつながりで成り立っていますから、人口（人の数）は社会の基礎であり、将来ど
のような社会を作り上げていくのかを考えていくためには、将来の人口の姿を把握することが必要
です。

将来の人口は、これまでの出生数や平均寿命などの傾向をもとに国が推計しています。
この推計によると、2060年には8700万人に減少すると見込まれています。これは、1955年頃の人

口と同じくらいですが、当時とは０～14歳の子どもや65歳以上の人の割合が大きく異なっており、
いわゆる「少子高齢化」が進んで大人が中心の社会になると考えられます。

資料：総務省「国勢調査」「人口推計」
　　　国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（2012年１月推計）

日本の人口の推移と将来の見通し
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大正 9年（1920年）
（第1回国勢調査）
約5600万人

昭和45年（1970年）
約 1億500万人
0～14歳　24.0%
15～64歳　68.9%
65歳以上　　7.1%

平成22年（2010年）
約 1億2800万人
0～14歳　13.2%
15～64歳　63.8%
65歳以上　23.0%

平成52年（2040年）
約 1億700万人
0～14歳　10.0%
15～64歳　53.9%
65歳以上　36.1%人口構造は

大きく変化
2060年
約8700万
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◆ 日本ではどのような仕事で働いている人が多い？
○最も多いのは「商業」で働く人

多くの人が住んでいる日本ですが、それではどのような仕事で働く人が多いのでしょうか。
経済に関する国勢調査とも称される「経済センサス」でみると、「卸売業、小売業」、いわゆる商

業で働く人の割合が約５人に１人の21.0％と、最も多くを占めています。
２番目に多いのは「製造業」で16.0％です。製造業は日本経済を支え、世界トップの技術を誇る

基幹産業であり、海外への輸出も多く、景気動向も左右する重要な産業です。
３番目は「医療、福祉」の12.5％で、高齢者の増加傾向を反映し、この産業で働く人も増加して

います。この他、観光に関わりの深い「宿泊業、飲食サービス業」も多くを占めています。

「その他の産業」
　　　　＝農林漁業＋鉱業
　　　　　＋電気・ガス・熱供給・水道業
　　　　　＋情報通信業＋運輸業、郵便業
　　　　　＋金融・保険業＋不動産業、物品賃貸業
　　　　　＋学術研究、専門・技術サービス業
　　　　　＋教育、学習支援業＋複合サービス業

注：事業内容等が不詳の事業所を除く。公務を除く。
資料：総務省「平成26年経済センサス－基礎調査」

産業別従業者数（民営）

卸売業、小売業
21.0%

製造業
16.0%

医療、福祉
12.5%

宿泊業、
飲食サービス業

9.6%
サービス業（他に分類
されないもの）

8.1%

建設業
6.6%

生活関連サービス業、
娯楽業
4.4%

その他の産業
21.9%

全国
5743万人
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第５部　統計をさらに知る　～その１～

◆ 工場やお店の数には地域の特徴「県民性」がある？
○自動車製造工場が多いのは愛知、そば・うどん店は香川、お好み焼き店は広島が多い
「経済センサス」から、どの地域に、どのような工場やお店が多いのかわかります。
なじみのある産業について人口千人当たりの事業所数でみると、そば・うどん店は香川県、お好

み焼き・焼きそば・たこ焼店は広島県など、地域の特徴が見えてきます。

＜自動車・同附属品製造業＞

順
位 都道府県

人口１千
人当たり
事業所数

事業所数 人口
（千人）

全国 0.10 13,205 127,083
１ 静岡県 0.46 1,715 3,705
２ 群馬県 0.43 855 1,976
３ 愛知県 0.36 2,649 7,455
４ 栃木県 0.21 423 1,980
５ 岐阜県 0.21 431 2,041
６ 三重県 0.20 367 1,825
７ 長野県 0.17 353 2,109
８ 山梨県 0.14 118 841
９ 埼玉県 0.14 1,006 7,239
10 岡山県 0.12 236 1,924

＜そば・うどん店＞

順
位 都道府県

人口１千
人当たり
事業所数

事業所数 人口
（千人）

全国 0.24 31,114 127,083
１ 香川県 0.59 581 981
２ 群馬県 0.47 925 1,976
３ 栃木県 0.43 861 1,980
４ 山梨県 0.43 364 841
５ 長野県 0.39 824 2,109
６ 山形県 0.38 434 1,131
７ 東京都 0.36 4,806 13,390
８ 福井県 0.34 272 790
９ 徳島県 0.34 260 764
10 埼玉県 0.31 2,249 7,239

＜お好み焼・焼きそば・たこ焼店＞

順
位 都道府県

人口１千
人当たり
事業所数

事業所数 人口
（千人）

全国 0.13 16,551 127,083
１ 広島県 0.58 1,656 2,833
２ 兵庫県 0.35 1,947 5,541
３ 大阪府 0.32 2,850 8,836
４ 徳島県 0.30 232 764
５ 高知県 0.28 210 738
６ 京都府 0.23 609 2,610
７ 岡山県 0.23 433 1,924
８ 和歌山県 0.22 211 971
９ 愛媛県 0.22 303 1,395
10 奈良県 0.19 259 1,376

＜旅館、ホテル＞

順
位 都道府県

人口１千
人当たり
事業所数

事業所数 人口
（千人）

全国 0.33 41,749 127,083
１ 長野県 1.63 3,432 2,109
２ 山梨県 1.25 1,049 841
３ 福井県 0.92 730 790
４ 新潟県 0.72 1,668 2,313
５ 福島県 0.69 1,328 1,935
６ 大分県 0.68 795 1,171
７ 沖縄県 0.67 953 1,421
８ 島根県 0.67 467 697
９ 山形県 0.64 720 1,131
10 静岡県 0.61 2,266 3,705

＜すし店＞

順
位 都道府県

人口１千
人当たり
事業所数

事業所数 人口
（千人）

全国 0.19 24,069 127,083
１ 山梨県 0.30 255 841
２ 石川県 0.30 346 1,156
３ 東京都 0.27 3,620 13,390
４ 福井県 0.23 183 790
５ 静岡県 0.23 850 3,705
６ 富山県 0.23 244 1,070
７ 北海道 0.23 1,229 5,400
８ 新潟県 0.22 517 2,313
９ 長崎県 0.22 302 1,386
10 秋田県 0.22 224 1,037

＜美容業＞

順
位 都道府県

人口１千
人当たり
事業所数

事業所数 人口
（千人）

全国 1.38 175,488 127,083
１ 秋田県 2.30 2,382 1,037
２ 山形県 2.12 2,400 1,131
３ 高知県 2.04 1,507 738
４ 徳島県 1.97 1,503 764
５ 宮崎県 1.94 2,165 1,114
６ 島根県 1.89 1,320 697
７ 青森県 1.89 2,497 1,321
８ 鳥取県 1.88 1,080 574
９ 新潟県 1.86 4,312 2,313
10 福井県 1.82 1,441 790

資料：総務省「平成26年経済センサス－基礎調査」
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◆ 日本の製造業ではどのようなものが作られている？
○輸送用機械が多い

トップは20.1％を占める輸送用機械です。ここには、自動車に加え、航空機、ロケットなどの航
空宇宙関係も含む最先端の産業です。輸送用機械に加えて、生産用機械、電気機械、電子部品、は
ん用機械、情報通信機械などの機械製造業を合計すると44％と、半分近くを占めており、機械関係
が日本の主力であることがわかります。

次いで、化学が9.4％、食料品が8.5％、鉄鋼、石油製品などが続きます。

製造品出荷額等の産業別構成比 
（従業者10人以上の事業所）

資料：経済産業省「平成26（2014）年工業統計調査」
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第５部　統計をさらに知る　～その１～

◆ 製造業が盛んな県はどこ？
○トップは愛知県
「工業統計」（2014年）から都道府県別に製造品出荷額等をみると、トップは愛知県で最も多くを

占めています。
次いで、神奈川県、大阪府、静岡県、兵庫県と続いており、10番目までの府県で全国の55％を占

めています。

製造品出荷額等（2014年） 
（従業者10人以上の事業所）

資料：経済産業省「平成26（2014）年工業統計調査」
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◆ 農業が強いのはどこだろう？
○農業で働いている人が最も多いのは北海道
「農林業センサス」（2015年）でみると、農業就業人口が最も多いのは北海道です。北海道は、ば

れいしょ、たまねぎ、とうもろこしなど、さまざまな農産物の生産で全国トップを占めており、こ
の他「生乳」などの畜産も盛んです。
２番目に農業就業人口が多いのは、茨城県です。メロン、はくさい、ピーマンなどが全国トップ

で、東京都中央卸売市場では茨城県産の青果物が多くを占めています。
続いて多いのは長野県です。セロリ、レタスなどの高原野菜や、しめじ、なめこなどのきのこ類

が全国トップとなっており、ぶどう、リンゴなどの果物の生産も盛んです。
農林水産省のホームページでは、各都道府県・各市町村の農業の姿が詳しく紹介されていますの

で、是非調べてみてください。
わがマチ・わがムラ－市町村の姿－「グラフと統計でみる農林水産業」　　http://www.machimura.

maff.go.jp/machi/
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◆ 西日本は牛肉・東日本は豚肉・九州は鶏肉が好き

○肉の好みには地域性がある
肉の購入数量を「家計調査」から都道府県庁所在市別（2013～2015年の３カ年平均）にみると、

牛肉は第１位が京都市、続いて、和歌山市、奈良市、松山市、大阪市などと西日本が多くなってい
ます。豚肉は第１位が青森市、続いて、札幌市、静岡市、新潟市、横浜市、甲府市などと東日本を
中心に多くなっています。鶏肉は第１位が福岡市、続いて、熊本市、山口市、大分市、広島市、岡
山市、宮崎市、鹿児島市などと九州を中心に多くなっています。

このように購入する肉の種類には地域性があることがわかります。

(g)
9,000
7,500
6,000
4,500

肉類の購入数量 

牛肉

(g)
20,000
19,000
18,000
17,000

豚肉

(g)
18,000
16,000
14,000
12,000

鶏肉 

　注：都道府県庁所在市別の二人以上世帯の2013～2015年の購入数量の平均
資料：総務省「家計調査」
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◆ 「ケンミン」の好物は何？
○家計調査から都道府県民がどのようなものが好きか、県民性がわかります。
「家計調査」から、いろいろな食べ物の支出額について都道府県庁所在市、政令指定都市別のラ

ンキング（2013（平成25）年～2015（平成27）年平均）がわかります。クイズ番組やランキング情
報などで取り上げられている身近な統計です。主な食べ物について、みてみましょう。
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	1 「e‒Stat」ってなんだろう？

「e‒Stat」は、日本の統計が閲覧できる政府統計の総合窓口です。

「e‒Stat」を使ってみよう

5第 部 統計をさらに知る
～その２～

「日本の人口は何人だろう？」
「どんな産業で働いている人が多いのだろう？」
「自分の都道府県には、どれくらいの中学生がいるのだろう？」
「自分の都道府県の日照時間は、どれくらいだろう？」
このような、統計に関する問題を解決してくれるのが、「e－Stat」です。
ここでは、「e－Stat」の紹介をしましょう。

「e‒Stat」のトップページ画面

「e－Stat」のアクセス方法

e－Stat 検索

http://www.e－stat.go.jp/
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第５部　統計をさらに知る　～その２～

	2 統計データを探そう！

第２部その１では、都道府県の人口を取り上げています。人口は、国勢調査によって調べられて
います。ここでは、都道府県の人口を調べることを例として、「e‒Stat」の使い方を説明します。

■ 統計名から調べる場合
①　「主要な統計から探す」→「国勢調査」とクリックします。

②　「時系列データ」→「男女、年齢、配偶関係」とクリックします。

③　「１　男女別人口及び人口性比－全国、都道府県（大正９年～平成22年）」の欄の  Excel  をク
リックし、ファイルを開きます。

これは、47都道府県のすべてのデータを
入手する場合に、最も簡単な方法です。
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■ 「地域別統計データベース」から調べる場合
①　「都道府県・市町村のすがた」→「地域別統計データベース」とクリックします。
　　「都道府県データ」に●がついていることを確認し、「地域選択」クリックします。

②　自分の都道府県を選択し、「項目選択」をクリックします。

③　「A 人口・世帯」→「A1101人口総数（人）」→「項目選択」とクリックし、「統計表表示」をクリッ
クします。

④　「表レイアウト・年度変更」をクリックし、西暦年に「2010」を入力し、「統計表表示」をクリッ
クします。

47都道府県すべてのデータを入
手する場合の便利な方法
①　「地域区分から」→「地域検

索」とクリックします。
②　「北海道」から「沖縄」ま

でを反転させ、「地域選択」→
「項目選択」とクリックします。
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第５部　統計をさらに知る　～その２～

	3 表やグラフを作ろう！

「e‒Stat」には、それ自体にグラフ作成機能がついています。ここでは、DB を選択した状態での
グラフの作り方を説明します。

①　知りたいデータが含まれている統計表を選択し、「DB」ボタンを選択します。

②　選択した統計表に含まれている項目の中から、表、グラフにしたい項目を選択し、作成したい
グラフの種類を選択します。

③　「表表示」、「グラフ表示」ボタンをクリックすると、それぞれ目的の表、グラフが表示されます。
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	4 統計データを地図に表そう！

「e‒Stat」には、GIS（地理情報システム）といって、地図上にデータを色分けして示す機能もつ
いています。

①　「地図で見る統計（統計 GIS）」を選択し、見たいデータが含まれている統計調査を選択します。

②　画面上に地図が表示されるので、見たい地域へ移動し、階級、色などの設定を行います。

③　地図上に、見たい統計データが、階級別に色分けされた形で表示されます。
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第５部　統計をさらに知る　～その２～

	5 実例「日照時間を調べよう」（例：北陸・中部地方の場合）

本州のほぼ中央に位置する北陸・中部地方について、日照時間の長さを比較してみよう。
①　「都道府県・市区町村のすがた」を選択します。

②　「地域別統計データベース」を選択します。

③　「都道府県データ」を選択したのち、「地域選択」を選択します。
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④　「中部地方」を地図上で選択し、「項目選択」を選択します。

⑤　「分野」から「B　自然環境」を選択します。

⑥　「項目候補」から「日照時間」を選択し、「項目選択」に続いて「統計表表示」を選択します。

操作のワンポイント 
今回の検索結果は、44件と
少ないため、直接「項目候補」
から選んでいますが、検索結
果が多い場合は、「大分類」「小
分類」を使って絞り込むと見
つけやすいでしょう。
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第５部　統計をさらに知る　～その２～

⑦　「中部地方の日照時間」のデータが見つかりました！

⑧　「グラフ表示」を選択します。

⑨　グラフを表示させることができます。

本州の中央に位置する北陸・中部地方にあっても、太平洋側の県と日本海側の県では、日照時間
にかなりの差があることがわかります。

操作のワンポイント 
ここをクリックすると、気
象庁観測部観測課の「過去
の気象データ」が出典であ
ることがわかります。

操作のワンポイント 
ここをクリックする
と、グラフの形を変更
することができます。

ここで作成したグラフを印刷したり、表をダウンロードしたりすることもできます。
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統計グラフ全国コンクールに応募しよう！
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第３部
　統計

的探究
プロセ

スを身
近なも

のにし
よう　

～その
１～

◆ さら
に、PP

DACサ
イクル

をくり
かえす

富士山の登山者数の減少の原因について、どんなことが見えてきたでしょうか。新たな仮説が生

まれましたか？　納得のできる結論が出るまで、いろいろな角度から探っていきましょう。

さらに、どのようなことを調べたらよいのか、調査から関心をもったことは何か。それぞれの関

心をもとに、PPDAC サイクルを何度でもくりかえしましょう。

さらに関心をもったことを書き出してみましょう

考えてみよう　⇒　登山者数の減少の原因に対しての新しい仮説

調べてみよう　⇒　富士山について、他にどのようなことを調べてみたいですか？

一口メ
モ　　世

界遺産
　

　世界
遺産と

は、世
界中の

素晴ら
しい自

然や文
化を守

るため
、世界

遺産

条約に
基づく

「世界
遺産リ

スト」
に登録

された
、いわ

ば人類
共通の

宝物

のこと
です。

2015
年７月

現在1,0
31遺産

が登録
されて

います
。

　富士
山は20

03年に
ゴミ・

し尿処
理対策

の確立
が必要

などの
理由で

選定

されま
せんで

したが
、2013

年に文
化遺産

として
登録さ

れまし
た。

　なお
、世界遺

産につ
いて詳

しいこ
とが知

りたい
ときは

、「世界
遺産」「

日

本ユネ
スコ協

会」な
どをキ

ーワー
ドとし

てイン
ターネ

ットな
どで検

索し

てみま
しょう

。
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日本が世界に誇る美しい山である富士山は、2013年に「富士山－信仰の対象と芸術の源泉」の名

称のもとに世界文化遺産に登録されました。世界遺産は、現代を生きるすべての人々が共有し、未

来の世代に引き継いでいくべき人類共通の宝物のことです。

富士山は「信仰の対象」であるとともに、「芸術の源泉」として、日本人の自然観や日本文化に

大きな影響を与えてきました。現在も、多くの登山者がご来光を拝み、噴火口を一周するお鉢巡り

をするために山頂を目指しています。また、古来より、絵画、文学、詩歌、演劇の題材として富士

山が取り上げられてきました。そのような日本の伝統であり、文化である富士山を、これからも世

界遺産として守っていくために私たちは何をしたらよいのでしょうか。

◆ 富士山
を守る取り

組み

静岡県・山梨県では、富士山を国民の財産として、また、日本が世界に誇るシンボルとして、代々

引き継いでいくことを目的に1998年に「富士山憲章」を定めました。

富士山憲章

一、　富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。

一、　富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。

一、　富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。

一、　富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。

一、　富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。

3第
部

統計的探究プロセスを身近なものにしよう

～その１～

世界遺産 
富士山を守

るためにで
きること

富士山について

調べてみよう！
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「あと５分寝ていたいな」「何かいつも眠いな」「勉強時間を増やしたいけど、なかなか勉強する

時間がない」「テレビをついだらだら見てしまう」「ゲームばかりしてしまう」など、誰もが、時間

の使い方に悩みをかかえていると思います。そこで、統計を使い、自分の生活時間を振り返って、

生活リズムを見直すきっかけにしてみましょう。
◆ 生活時間を調べ、振り返ってみよう

生活リズムを見直すため、生活の基礎となる「睡眠時間」と最も大事な時間であ

る「自由時間」を取り上げて考えていこう

・「睡眠」は、健康を守るために大切な時間です。「起床時刻」、「就寝時刻」、「睡

眠時間」を確かめましょう。
・「自由時間」は、みなさんにとって最も大事な時間です。「自由時間」は、自分

で過ごし方を決めることができます。「自由時間」を、「テレビ・ラジオ・新聞・

雑誌」「休養・くつろぎ」「遊び（趣味・娯楽）」から調べましょう。

自分の生活時間を確かめ、他の人と比べてみよう

まずは、自分の生活時間を確かめます。そして、その結果を身近な仲間、同年

代の仲間と比べてみましょう。
・身近な仲間（学級、学年など）

・同年代の仲間（全国（都道府県）の中学生など）

データを集めよう・身近な仲間については、アンケートからデータを集める方法があります。本教

材では、岐阜県の A 中学校第１学年のデータを使います。

・同年代の仲間については公的統計を使います。生活時間を調べた統計に、「社

会生活基本調査（総務省）」があります。社会生活基本調査のデータは、「政府

統計の総合窓口（e‒Stat）」から調べられます。

4第
部 さまざまな統計データをいかに活用するか

～その１～データから生活リズムを見つめ直す

STEP 1Problem
問題

STEP 2Plan
計画

STEP 3Data
収集
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テレビや新聞で現在の子供の体力や運動能力が以前より低下していることが取り上げられていま

す。みなさんの周りではどうでしょうか？　先生にも聞いてみましょう。もし低下していると感じ

たら、どうして低下してきたと思いますか？　実は関係する調査を調べてみると確かに低下してい

る項目もありますが、低下していない項目もあります。もし低下した理由がわかれば、低下が顕著

な体力、運動能力について、強化目標を立てて練習するなど、対策が取れるかもしれません。まず

は、事実を認識するために、「昔に比べて現在の子供運動能力は低下している」という仮説を立てて、

これを中学生女子のデータについて検証することとしました。

STE
P 1　

Problem 問
題　
知り
たい
問題
を決
めよ
う

クラスのみんなに「本当に体力や運動能力が低下していると思うか、また、低下したと思

う運動能力は何か」について、尋ねて、書き出してみましょう。

・

・

・

・

・

2第

部
統計的探究を実践してみよう

～その２～

中学
生の
運動
能力
の改
善

・昔に比べて現在の子供の運動能力は低下している？

・どの部分が昔に比べて低下が著しい？

・どうすれば運動能力を伸ばせるかな？
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総務省政策統括官
（統計基準担当）

生
徒
の
た
め
の
統
計
活
用
　
～
基
礎
編
～

総
務
省
政
策
統
括
官
（
統
計
基
準
担
当
）

スタッツ・フォー・スクール

統計で身近な現象や社会の課題を探究する学習ワークシート

生徒のための
統計活用
～基礎編～

112

◆ 日本で
は高齢化が

進んでいる

○65歳以上
の人は約４

人に１人

人口の推移を年齢別の割合で

みると、2010（平成22）年には

15歳未満の子どもが占める割合

が13.2％と減少する一方、65歳

以上の人の割合が23.0％へと大

きく増加しています。平均年齢

も1980（昭和55）年の33.9歳か

ら45.0歳に上昇しており、いわ

ゆる「少子高齢化」が進んでい

ます。

○男女とも
60歳代前半

の人が多い

どの年齢層の人が多いのか、人口ピラミッドで確認します。統計的に言えば、人口ピラミッドは

男女年齢別人口データのヒストグラムであり、データの散らばり具合が一目でわかります。多いの

は60歳代前半で、戦後生まれた「団塊の世代（第一次ベビーブーム世代）」と呼ばれる人達です（統

計で言う最頻値はこの階級にあります）。その次に多いのは30歳代後半の「団塊ジュニア世代（第

二次ベビーブーム世代）」で、「団塊の世代」の子どもに当たる世代です。1980年と2010年を比較す

ると、三角形から、高齢層に偏ったつぼ型に変化していることがよくわかります。先ほどみたよう

に、平均年齢が上昇しているのは、若い世代が減る一方で、年齢が高い世代が増加したためという

ことがよくわかります。

資料：総務省「昭和55年国勢調査」

資料：総務省「平成22年国勢調査」

注： 昭和15年は朝鮮、台湾、樺太および南洋群島以外の国籍の外国人（39,237

人）を除く。昭和20年は沖縄県を除く。

資料：総務省「国勢調査」昭和20年は人口調査結果による。
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数理の探究メガネで
見てみよう！
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